
重金属汚染の環境医学的調査研究（第4報）

―70オ以上住民の検診成績＿

芳賀義昭＊ 栗原

I はじめに

前報では，カドミウム (Cd)汚染地区と，非汚染地区

の住民のうち， 50~69オの年令層について，健康調査を

行い，両地区を比較して報告した1).

本年度は同地区で，更に居住歴が長いと考えられる，

70オ以上の年令層について調査を行った．

]f 検診対象者

表 lに対象地区人口，対象者数を示す．

対象地区人口，対象者数

井川町 l小坂町

世帯数 (S.50.4.1現在） I, 418 

総人口（ 同 上 ） 6,540 

男 （同上） 3,173 

女（ 同上） 3,367 

井内，仲台 藤原，鴇，鳥
越．下小坂，

検診対象部落 虞：J閾為，幸紺
長根．濁）1|※

2部落 9部落

世帯数 (S.50.4.t現在） 1221 359 

総人口（ 同 上 ） 4481 I, 349 

男（同上） 2171 657 

女 （同上） 2311 692 

検診対象者数 1男 I女 Ir:t I男 I女 1計
--

| 
70~79 オ 201 1s: 35I 311 571 88 

8 0~II  21 31 61 191 25 

計 211 111 3~ 371 761 113 

表I.

3,212 

11,960 

5,649 

6,311 

※小坂町，濁川部落は一部が検診対象地域になったので

世帯数・人口等は対象となった地域のみの数を示す．

l[検診方法

検診項目と試験法は，「Cdによる環境汚染地域住民健

康調査方式（案）環境庁」2)を参考として， 表2の如く

定めた．

＊秋田県衛生科学研究所
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表 2. 検診項目と試験法

I. 問診（居住歴，職歴，既往症，家族歴，

自覚症状，現症等）

2. 血圧測定

試験試料 早朝尿

3. 尿糖（酵素試験紙法）テステープ

4. 尿蛋白定撮 (Biuret法）

5. 尿アミノ酸定量 (TNBS法）

6. 尿中低分子蛋白定性（カウンクー法）

7. 尿蛋白分画（ディスク電気泳動）

8. 尿中 Cd濃度（原子吸光法）

試験試料 2時間尿（午前空腹時）

2時間の中間で採取した血液

！． 燐クリアランス (Fiske-Subbarow法）

2. クレアチニンクリアランス(Jaffe法）

3. 血清アルカリフォスファクーゼ定量

(Bessey-Lowry法）

4. 血清カルシウム定董（原子吸光法）

5. 血液尿素窒素定量

(Diacetyl monoxym 法）

6. 血糖定量 (Glucoseoxidase法）

第1次検診で，次のI), 2), 3), 4)のいずれか 1つでも

出現するものを第2次検診対象者とした．

1) 尿中低分子蛋白陽性

2) 尿中アミノ酸20mmol/P,以上

3) ディスク電気泳動で I-type

4) 尿中 Cd30μ 'Iバ以上

第

次

検

参きU

第

2
 
次

検

吟

n
 

w 検診実施状況

両地区の受診状況を表3に，未受診者内容を麦4に示

す．

表 3． 受診状況

井川町

一 悶魯 1馨喜戸喜｀｀｀70~79オ 201 161 so.al 311 29[ 93.s 

男 8 0 ~ 1 1 11 100.01 61 61 100.0 

言t I 211 171 s1.ol 371 3sl 94.6 
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検診成績

87.5 

72.0 

84.1 

表 4. 未 受 診 者 内 容

三、坂町

長期出張 I I I -
老令I -I 6 

--

6 I 18 

受 舌
珍 不 能 事

入 院 又 は 通 3
 

出

多
.
9
 

I.小坂町と井川町について，尿糖および尿蛋白陽性者

の出現頻度を比較すると，尿糖では，両地区間に差は

みとめられず，蛋白尿では， 10mg/“以上の出現率に

差はみとめられず， 15mg/de以上の出現率が，小坂町

で有意に高かった． （表5)

2.尿糖および尿蛋白同時陽性者の出現頻度は，糖＋以

上で，かつ，蛋白 15/mgde以上，ならびに，糖土以上

で，かっ，蛋白 1omg/de以上，の出現率が小坂町で有

意に高かった．また，糖（土）以上で，かつ，蛋白10

mg/de以上の出現率も小坂町で有意に高かった．

3.低分子蛋白(/3,-MG,Lysozym, RBP), アミ

ノ酸，ディスク電気泳動 I-type,の出現頻度は，

Lysozymでは両地区問に差がみとめられず，p2-MG,

RBP,およびアミノ酸， ディスク電気泳動 I-typeが

小坂町で有意に高率を示した． （表7)

4. 2次検診は小坂町で表2に示した選定基準に該当し

表 5. 尿糖および尿蛋白陽性者の出現頻度
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川
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人

28.6 

36,7 

33.7 

i 
17.6: 

20.oI 
18.8! 

| 

上

％ 蛋白1/d8以上

I 蛋白 l0mg/d8 以上•一
人数 I% 

37.11 15 

31.71 24 

*33. 71 39 

-I 11 5.9 

33.31 71 46. 7 

15.61 B¥ 25.0 
—·-·-. 

％ 

42.9 

40.0 

41.1 

表 6. 尿糖および尿蛋白同時陽性者の出現頻度

小

坂

町

I -I受診者数糖富燐且上粗愕譴島門翻以上 I 王。訟｝以上 II’-I~-]-
人 数 1 ％ 人 数 1 ％ 人数 1 ％ 人数 1 ％ 人数 ％ 

男 35| 4 1 1.4 0 -| 25.7  0 - 6 17. 1 

~ I :J ねよ．．： ： 口1 : * ::: ] :] ;62 **23.2 

I : I i: : ：］ ］ ：］ ： 口I ： ：］ i ＿]ー・； 
＊，＊＊はそれぞれ 5%. 1％の危険率で小坂町と井川町との間で有意差がみとめられた．

井

川

町

た13名について，実施した． （表8)

この13名は，低分子蛋白＋で，ディスク電気泳動所

見が， I-typeを示したものが12名 (92.3%), アミ
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ノ酸濃度が20mmol／い以上のみのものが1名（7.7%) 

であった．そして，％TRPが80％未満を示したもの・

が6名 (46.2%), 発見された．



表 7． 低分子蛋白，アミノ酸尿，ディスク電気泳動 I-type, Cd 30μ'I I £以上の出現頻度

受 1) 低分子蛋白 2) 3) 4) 1), 2), 3), 4) l h-MG I Lysozym R B P アミノ酸尿；鉱閥亨農 Cd30叫J::§虞塁
人数 1 ％ 人数 1 ％ 人数 1 % 人数 1 ％ 人数 1 ％ 人数 1 % 人数 I % 

小男 3sl 31 8.61 ol -I 31 8.6! 11 2.91 31 8.61 11 2.911 31 8.6 : : ::I ：：よ：： ： ：：L詞贔 ： ＊ ：：： ：：＊＊：贔 ： ］ ：： ＊＊げ：：

井 男 nl I I I I I I I I I I i II 
川女 15 

町 計 32 0 - 0 - 0 - 0 - 0l - -9 | - 0 

＊，＊＊はそれぞれ 5%, I％の危険率で小坂町と井川町との間で有意差がみとめられた．

*** 4) Cd3oμ r; I£以上の項を除いても人数．％に差はない．

井川町では2次検診該当者はみられなかった．

VI 参考成績

図1に両地区の尿中 Cd濃度を示す．

vn まとめ

以上のことから，小坂町では井川町にくらべ， 70オ以

上の年令層においても，明らかに％TRP低下者の出現

率が高い．これは昭和49年度実施した同地区のオ50~69

オの年令層における傾向と同様である．
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図 1． 小坂町，井川町地区住民の尿中 Cd浪度

(70オ以上）

表 8. 第 2 次検診受 診 者 の 成 績
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